










要約 川崎病患児 1,113 例中 13 例(1.2%)に弁膜症を認めた。内訳は僧帽弁閉鎖不全 12 例

(1.1%),大動脈弁閉鎖不全 1例(0.1%)であった。弁膜症は自然軽快するものが多かったが,

ほとんどの領で冠動脈病変を伴っており,慎重な観察が必要と考れられた。 


